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道志中学校道志中学校 
（第（第1313号）号） 
道志中学校 
（第13号） 

1・2年宿泊学習
本校は、平成15年度から文部科学省より「遠くのまち体験活

動推進事業」の指定をうけ、2年生を中心に様々な体験活動を行
ってきました。今年も1・2年生が神奈川県にある三浦ふれあいの
村において、7月17日（土）・18日（日）・19日（月）の3日間、宿
泊学習を実施しました。
山懐に抱かれて生活している道志村の子ども達にとって、海と

いう異なる環境での体験は貴重なものでした。
塩づくり・野外炊事・ウオークラリー・磯の生物観察・キャン

ドルファイアー・魚市場の見学・油壺マリンパークの見学など多
くの自然体験活動や交流活動に取り組みました。海水を汲み2日
がかりで煮詰めて作った天然塩の旨味や、葉山しおさい博物館の
研究員である倉持先生の指導の下、ヤドカリやヨロイイソギンチ
ャクなどいろいろな生物を発見した喜びはいつまでも心に残るも
のと思われます。

お

知

ら

せ

都
留
署
管
内
中
学
生
防
犯
・

交
通
弁
論
大
会

九
月
三
日
（金）
に
西
桂
中
学
校
に
お
い

て
防
犯
・
弁
論
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
年
生
の
加
藤
和
さ
ん
の
交
通
部
門

「
交
通
ル
ー
ル
を
最
優
先
に
」
が
努
力

賞
に
、
三
年
生
の
出
羽
と
も
み
さ
ん
の

防
犯
部
門
「
友
達
の
役
割
」
が
第
三
位

に
そ
れ
ぞ
れ
輝
き
ま
し
た
。

中
学
校
「
芸
術
鑑
賞
教
室
」

日
　
時平

成
十
六
年
十
一
月
十
一
日
（木）

一
時
三
十
五
分
〜
三
時
十
五
分

場
　
所

道
志
中
学
校
　
体
育
館

内
　
容

玉
川
大
学
芸
術
学
部
助
教
授

国
立
音
楽
大
学
非
常
勤
講
師

湯
田
高
等
学
校
音
楽
科
特
別
講
師

小
佐
野
　
圭
先
生
に
よ
る

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

費
　
用

無
料

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
方
も
是
非
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ソフトボール部全国大会出場
8月13日から大阪府の無洲運動広場で開催された第４回全日本中学生男女

ソフトボール大会に、本校のソフトボール部が県代表として参加しました。
12日の出発の日には、村の教育委員会主催の壮行会が盛大に行われました。

村長さんをはじめ多くの方々に温かい励ましの言葉をかけていただき心強い
壮行会となりました。22人の部員は、ふるさとの熱い思いを胸に元気に出発
しました。
14日に和歌山県代表の大木クラブと対戦し、17対3で敗退しましたが、全

国大会という大舞台でプレーでき、すばらしい思い出を残すことができまし
た。この貴重な体験は、常に上をめざすという逞しい気持ちを育ててくれた
のではないかと思います。
厳しい練習に耐え、堂々と戦った生徒達のがんばりに大きな拍手を送ると

ともに、村当局・教育委員会・全村民の皆様のご配慮に心より感謝申し上げ
ます。

第30回若鮎祭
第30回若鮎祭が９月11日 (文化の日）・12日 (体育の部）の両日、村長さ

ん、議長さんはじめ多くの来賓、保護者や地域の皆様をお迎えして実施する
ことができました。
歴史ある若鮎祭も記念すべき30周年にあたるということで、生徒達も張り

切って取り組み感動的な２日間でした。
合唱・演劇・学生太鼓・全校合唱、ブロック対抗種目・学年対抗種目への

取り組みを通して目標達成に向け全校生徒が自主的に活動し、大きな成果を
あげることができました。ここで培った力をこれからの学校生活に生かして
ほしいと思います。
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道
志
に
来
て
か
ら
こ
こ
一
ヶ
月
の
間
に

多
く
の
道
志
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
自
己
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

名
前
は
ジ
ュ
リ
ア
ン
　
フ
ェ
ル
ド
マ
ン

と
い
っ
て
現
在
二
十
四
歳
で
す
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
二
年
間
働
い
た
あ
と
道
志
に
来

ま
し
た
。
そ
の
前
は
ボ
ス
ト
ン
の
大
学
で

国
際
関
係
学
や
政
治
哲
学
を
勉
強
し
て
い

ま
し
た
。
大
学
在
学
中
は
ス
ペ
イ
ン
の
マ

ド
リ
ッ
ド
や
チ
リ
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
も

学
び
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
旅
し
て
周
っ
た
り
ス
ペ
イ
ン
語
の
勉

強
を
し
た
り
プ
ラ
ド
美
術
館
で
美
術
史
を

学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

チ
リ
で
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
周
っ
て

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
経
済
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

生
ま
れ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
郊
外

で
す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
海
の
幸
が

豊
富
で
日
本
と
似
て
い
ま
す
。
ま
た
山
梨

の
よ
う
な
ブ
ド
ウ
畑
や
果
樹
園
が
多
く
あ

り
ま
す
。
現
在
は
両
親
が
モ
ン
タ
ナ
に
、

婚
約
し
た
ば
か
り
の
妹
が
ボ
ス
ト
ン
に
住

ん
で
い
ま
す
。
父
は
心
臓
外
科
医
・
母
は

画
家
を
し
て
い
ま
す
。
家
族
は
皆
日
本
に

来
て
み
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
ま
だ
短
い
間
し
か
い
ま
せ
ん

が
、
景
色
が
美
し
く
人
々
が
親
切
だ
と
い

う
の
が
私
の
印
象
で
す
。

こ
れ
ま
で
身
延
山
や
清
里
に
行
き
ま
し

た
。
ま
た
花
火
大
会
や
各
種
の
お
祭
り
に

も
参
加
し
て
日
本
で
の
生
活
を
満
喫
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
京
都
の
寺
社
め
ぐ
り

や
三
保
美
術
館
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
冬
に
は
長
野
に
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
し
に
行
き
た
い
で
す
。

日
本
へ
来
た
最
大
の
動
機
は
日
本
食
や

日
本
の
建
造
物
へ
の
興
味
で
す
。
ま
た
日

本
語
も
早
く
覚
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

他
に
は
合
気
道
か
剣
道
を
や
っ
て
み
た
い

で
す
。
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
・
釣
り
・
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
な

ど
で
す
。

道
志
の
皆
さ
ん
、
私
を
温
か
く
受
け
入

れ
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

道
志
に
住
ん
で
働
く
こ
と
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
英
語
教
師

ジ
ュ
リ
ア
ン

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
先
生

緊急地域雇用創出特別基金事業についてのお知らせ

山梨県では、現下の厳しい雇用失業情勢に鑑み、構造改革の集中調整期間中の臨時応急の措置

として、各地域の実情に応じて創意工夫に基づいた事業を実施する市町村に対しその事業の実施

に要する経費について山梨県緊急地域雇用創出特別基金を活用して補助することにより、公的な

部分における緊急かつ臨時的な雇用・就業機会の創出を図ることとしております。

そこで道志村では、当事業の趣旨に沿って、村内のハイキングコース及び観光施設周辺の整備

を行い環境美化に資するよう、以下のとおり事業を行います。

事業名 平成16年度道志村景観形成事業

事業内容 １ 目　　的

ハイキングコースや観光地周辺の美化を行い、良好な景観形成を

進め環境美化に努める。

２ 内　　容

ハイキングコースの下草刈り及び整備、観光施設周辺の下草刈り

及びゴミ拾いなどの　清掃作業。

３ 実施期間 平成16年11月１日～平成16年11月30日

４ 雇用者数 ３名

問い合わせ先 道志村役場　産業観光課　TEL52-2115（直通）



知っておきたい預金保護の新しいしくみ 知っておきたい預金保護の新しいしくみ 

平成17年3月までは、当座預金、普通預金、別段預金については、 
引き続き全額保護されます。 

平成17年4月以降は、全額保護される決済用預金（※1) を除き、 
預金者一人当たり、一金融機関毎に元本１千万円までとその利息が 
保護されます。 

（※1）「決済用預金」とは、「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という３条件 
　　　を備えた預金で当座預金や利息の付かない普通預金が該当します。 

（※2）当分の間、金融機関が平成15年4月以降に合併を行ったり、営業（事業）のすべてを譲り受け 
　　　  た場合には、その後１年間に限り、当該保護金額が１千万円の代わりに、 
　　    「１千万円×合併等に関わる金融機関の数」による金額になります。 
　　   （例えば、２行合併の場合は、２千万円） 

（※3）定期積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配等も利息と同様保護されます。 

預金等の保護範囲 

預金保険の対象となる金融機関 

平成14年4月～平成17年3月 

合算して元本１千万円（※2）までとその利息等（※3）を保護 

保護対象外 

当座預金 
普通預金 
別段預金 

定期預金 
定期積金 
ビッグ 
ワイド等 

外貨預金 
譲渡性積金 
ヒット等 

平成17年4月～ 

預
金
保
険
の
対
象
商
品 

対
象
外
商
品 

全額保護 
利息がつかない等の条件を満 
たす決済用預金は全額保護 

1千万円を超える部分は、破たん金融機関の財産状況に応じて 
支払われます。（一部カットされることがあります。） 

破たん金融機関の財産状況に応じて支払われます。 
（一部カットされることがあります。） 

●銀行（日本国内に本店があるもの）　●信用金庫　●信用組合　●労働金庫 

●信金中央金庫　　●全国信用協同組合連合会　　●労働金庫連合会 
　※農協、漁協、水産加工協等は別途、農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。 

■ 預金保険機構　TEL 03 (3212) 6029 
■ 関東財務局　TEL 048 (600) 1275

預金保険制度に 
関する照会先 

（９）



（
区
画
数
約
四
十：

申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
ま
た
、
主
な
商
品
名
を
記
入
の

う
え
、
左
記
の
住
所
あ
て
に
郵
送
し
て
下

さ
い
。

〒
四
〇
二
―
〇
〇
五
四

都
留
市
田
原
三
―
三
―
三

南
都
留
合
同
庁
舎
内

山
梨
県
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振

興
局

企
画
振
興
部

地
域
振
興
課

県
民
生
活
商
工
担
当
　
渡
邉
あ
て

平成16年10月１日（10）

日
　
時

十
月
三
十
日
（土）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

場
　
所

富
士
北
麓
公
園
　
陸
上
競
技
場
前

（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
立
石
五
〇
〇
〇
）

◎
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
ひ
と
つ
ぶ
の
わ
た
し
た
ち
、

房
に
な
っ
た
ら
山
梨
県
」

内
　
容

（１）
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
パ
レ
ー
ド
）

（２）
ふ
れ
あ
い
広
場

（
地
元
の
芸
能
、
文
化
活
動
等
の
発
表
）

（３）
ま
つ
り
広
場

・

市
町
村
コ
ー
ナ
ー

・

体
験
コ
ー
ナ
ー

・

展
示
相
談
コ
ー
ナ
ー

・

各
種
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー

・

屋
台
コ
ー
ナ
ー

・

環
境
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（４）
お
楽
し
み
抽
選
会

（
地
元
特
産
品
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
景

品
を
用
意
）

＊
雨
天
の
場
合
は
、
内
容
の
一
部
に
変
更

が
あ
り
ま
す
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
期
限

十
月
十
五
日
（金）

平
成
16
年
度

県
民
の
日

富
士
吉
田
会
場
開
催

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
犬
を

飼
お
う
と
思
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
犬

の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

モ
デ
ル
犬
で
の
実
演
を
見
な
が
ら
、
犬

の
飼
育
管
理
の
方
法
や
し
つ
け
方
の
基
本

を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

日
　
時

平
成
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（金）

受
付
　
午
後
一
時
〜

開
会
　
午
後
一
時
三
十
分
〜

午
後
三
時
三
十
分

場
　
所

富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
‐
二
‐
五

富
士
吉
田
合
同
庁
舎
内

二
階
　
大
会
議
室

講
　
師

埼
玉
県
入
間
郡
大
井
町

㈱
オ
ー
ル
ド
ッ
グ
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

そ
の
他

参
加
者
の
犬
の
同
伴
は
で
き
ま

せ
ん

雨
天
等
で
も
実
施
し
ま
す

主
　
催

・
吉
田
保
健
所

・
山
梨
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

吉
田
保
健
所
　
衛
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

二
四
‐
九
〇
三
三

平
成
十
六
年
度

「
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

●
訓
練
期
間
…
三
ヶ
月

平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日
（金）
〜

平
成
十
七
年
一
月
二
十
八
日
（金）

●
定
　
　
員
…
二
十
人

●
訓
練
内
容
…
訪
問
介
護
員
二
級
の
資
格

取
得

学
科：

介
護
保
険
、
社
会
福
祉
制
度

実
技：

基
本
介
護
技
術
、
施
設
実
習
等

●
応
募
資
格
…
求
職
者
（
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
申
し
込
み
を
希
望
す
る
方
）

●
受
講
料
…
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
な

ど
は
自
己
負
担
）

●
募
集
期
間
…
九
月
十
五
日
（水）
〜

十
月
八
日
（金）

●
訓
練
場
所
…
ニ
チ
イ
学
館（
富
士
吉
田
）

●
応
募
先
…
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

お
問
い
合
わ
せ
先

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

都
留
市
小
形
山
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
四
‐
四
三
‐
八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
五
五
四
‐
四
三
‐
八
九
一
二

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
訓
練
生
募
集

道
志
村
文
化
協
会
で
は
、
村
民
の
文
化

活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
十
一
月
三
日
（水）

道
志
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
文
化
祭
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
出
演

出
展
を
次
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

展
示
の
部

保
育
園
児
・
小
中
学
生
の
作

品
、
絵
画
、
手
芸
、
書
、
華

道
、
写
真
、
菊
、

工
作
物
、
そ
の
他
e
t
c
…

芸
能
の
部

舞
踊
、
詩
吟
、
音
楽
、
演
劇
、

民
謡
、
伝
統
芸
能
、
太
鼓
、

そ
の
他
e
t
c
…

実
　
　
演

茶
道
、
華
道
、
そ
の
他

申
込
期
日

十
月
十
八
日
（月）

第
二
十
回

道
志
村
文
化
祭

出
演
者
・
出
展
者
大
募
集

申
込
方
法

氏
名
と
出
演
出
展
の
種
目
を

記
入
。
電
話
で
も
可

申

込

先

教
育
委
員
会



十
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
す
。
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ

ず
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
今
す
ぐ
加
入

手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は

●
都
留
労
働
基
準
監
督
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
四
‐
四
三
‐
二
一
九
五

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
四
‐
四
三
‐
五
一
四
一

（11）

社
長
さ
ん
あ
な
た
の
義
務
で
す

労

働

保

険

山
梨
県
最
低
賃
金
は
、

一
時
間
　
六
百
四
十
八
円

詳
し
く
は
山
梨
労
働
局
賃
金
室
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
‐
二
五
二
‐
四
八
五
九

「
山
梨
県
最
低
賃
金
」
は
、
平
成
十
六

年
十
月
一
日
よ
り
現
行
の
一
時
間
六
百
四

十
七
円
か
ら
一
時
間
六
百
四
十
八
円
に
一

山
梨
県
最
低
賃
金

受
験
申
請
受
付

九
月
二
十
八
日
（火）
か
ら
十
月
八
日
（金）

実
技
試
験
日

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
（金）
か
ら

平
成
十
七
年
二
月
二
十
日
（日）
ま
で
の
指

定
日

学
科
試
験
日

平
成
十
七
年
一
月
三
十
日
（日）

二
月
　
六
日
（日）

二
月
十
三
日
（日）

検
定
料

実
技
試
験
　
一
五
、
七
〇
〇
円

学
科
試
験
　
　
三
、
一
〇
〇
円

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
せ

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
五
‐
二
二
‐
五
二
一
四

平
成
十
六
年
度

後
期
技
能
検
定

（
建
築
大
工
・
配
管
ほ
か
）

円
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

山
梨
労
働
局
賃
金
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
五
五
‐
二
五
二
‐
四
八
五
九

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

尋
ね
下
さ
い
。

平成16年分給与所得の年末調整及び法定調書の
提出に関する説明会の開催について

例年のとおり当署と各市町村が共催し、法人会、青色申告会及び税理士会の協力により、下

記のとおり年末調整及び法定調書の提出に関する説明会を開催いたします。万障お繰り合わせ

のうえ御出席くださるようお願いいたします。

なお、当日各市町村へ提出する給与支払報告書についての説明も予定しております。

①説明会に御出席の際には、必ず同封の印刷物を御持参ください。

②必要な諸用紙は会場受付でお渡ししますので、下記用紙引換票に所要事項を明確に記入して用紙をお受け

取りください。

なお、説明会当日の会場での混雑を避けるため、支給人員100名以上の源泉徴収義務者については11月

４日(木) 以降、税務署において諸用紙をお渡ししますので御来署ください。

また、インターネットによる国税庁のホームページで「平成17年分扶養控除等申告書」等が出力できま

すので、署で配付している用紙に換えて、ホームページに掲載している様式を使用しても結構です。

アドレス　http://www.nta.go.jp

③各会場とも駐車場が狭いので、お車での御来場はなるべく御遠慮ください。（都留市文化ホールは駐車可能）

※④年末調整の作業に入る前に、源泉所得税の納付状況を確認し、納付もれがある場合は早急に納付をすませて

ください。（法人会員の方は会員手帳を御持参ください。）

お
　
　
願
　
　
い

開 催 月 日

11月16日(火）

11月17日(水）

11月19日(金）

11月26日(金）

説 明 会 場 対 象 地 域
開　催　時　間

用紙 配 布 説 明 時 間

12時30分から
13時30分まで

12時30分から
13時30分まで

12時30分から
13時30分まで

12時30分から
13時30分まで

13時30分から
16時00分まで

上野原文化ホール
（もみじホール）２階　会議室２

上野原
注（小菅村、丹波山村）

富士吉田市、富士河口湖町、西桂町、
忍野村、鳴沢村、山中湖村

大月市

都留市、秋山村、道志村

富士五湖文化センター

大月市民会館 ４階視聴覚室

都留市文化ホール
（うぐいすホール）小ホール

13時30分から
16時00分まで

13時30分から
16時00分まで

13時30分から
16時00分まで



平成16年10月１日（12）
みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
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道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

18,428

7 ,764

985

1 ,603

121 ,524

150 ,304

8月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

平賀　上子さん（小善地）

大正11年３月25日生

10月 の 納 税

平成16年10月１日

第286号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

村　県　民　税（第３期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

慶

弔

山口　大智
だいち

くん（下中山）

平成14年12月19日生

父 哲央さん　母 昇子さん

飾
り
カ
ボ
チ
ャ

道
の
駅
ど
う
し
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

大
き
い
も
の
は
30
kg
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

上
中
山
　
　
渡
辺
　
正
子
さ
ん

大

室

指
　
佐
藤
　
心
愛

こ
こ
あ

ち
ゃ
ん佐

藤
健
太

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

馬
　
　
　
場
　
　
　
　
佐
藤
　
徳
美

埼
　
玉
　
県
　
　
　
　
高
澤
　
昌
樹

末
永
く
、
お
幸
せ
に(

結
婚)

（
下
　
中
　
山
　
　
　
　
山
口
　
一
幸

塩
　
山
　
市
　
　
　
　
村
田
ゆ
か
り

（お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

下
善
之
木

池
谷
　
栄
一
　
　
　
23
歳

11 月 主 な 行 事
2日　僻地教育振興大会 (早川南小午後1時）

6日　県民の日(小瀬会場6～7日）

9日　民生委員会 (役場午後3時）

19日　生き生き健康フェスティバル

21日　道の駅イノシシ祭り

10 月 主 な 行 事
12日　民生児童委員協議会 (役場午後3時）

13日　行政相談 (福祉センター午前9時）

15日　保育所遠足 (サファリパーク）

18日　基本検診事後指導 (午後8時）

19日　乳児 (ツベルクリン反応）、育児教室

23日　ジフテリア予防接種 (11月13日）、資源ゴミ収集

24日　日本作家クラブ(道の駅サイン会等24～25日）

〃　 小学校親子料理教室

25日　農業委員会 (役場午後3時）

26日　育児教室

30日　県民の日吉田会場 (富士北麓公園午前9時30分）

31日　第２回やまなしボランティアフェスティバル

人口 2,151人　男 1,060人　女 1,091人　世帯数 610（H16. 9. 1現在）


